


























































　北側室は，全長 4.62 m，幅 3.3 m，高さ 2.94 m，何らの埋葬施設も設けられていない。しかし入口アーチ裏側














（図19左）。１点（全長 11.2 cm）は左腕付近，もう１点（全長 12.0 cm）は右腰付近で大きさは僅かに異なる。左
腕から出土した中手骨は山羊の可能性も考えられる。この棺の遺体は，未成年であるが共伴する副葬品と遺体の
性別の組合せから考える（西藤 2004）と少女と考えられる。
　さらに主室南側壁の棺棚 SL1 からも羊の右前足中手骨２本（１点全長 13.4 cm，他の１点全長 11.4 cm）出土し
ている（図19右・20）。この棺棚には子供，若年少女，成人男性，熟年男性，熟年女性などが埋葬されていた。２
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　　　　　 図１９．　　　　NL5-0 出土 羊中手骨　　　　　　　　　　　　　　　 SL1 出土 羊中手骨
図２０．　SL1 出土 羊中手骨実測図
図２１．　シリア・アレッポの街中のスーク （市場） で見た機織の風景
